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令 和 元 年 10 月 1 日 

企 画 調 整 局 

都市マネジメント政策課 

 

モデルプロジェクト再配置計画（大里地域） 

「居住ゾーン」民間事業者の公募方針について（報告） 

 

「門司競輪場跡地」の一部を民間売却し、住宅開発を行う事業者を次の方針に基づき

募集します。 

 

１．売却対象地（土地） 

※別紙「モデルプロジェクト再配置計画（大里地域）基本計画」参照 

  〇所 在 地：門司区不老町一丁目 1 番 12 

  〇敷地面積：13,480.52 ㎡ 

  〇用途地域：第一種住居地域（容積率 200%、建ぺい率 60%） 

 

２．売却条件 

  〇最低売却価格：約６億円 ※今後、本市財産審査委員会にて審議・決定予定 

  〇土地は現状で引き渡し 

（競輪場及び陸上競技場は、一部残置物を除き解体済み） 

 

３．応募者の資格要件 

  〇自ら当該土地を取得し、活用する資力及び実績を有する法人 

〇本市内に本店、支店、営業所等、事業活動実態のある事業所を有する法人 

   （連合体の場合、全ての構成員が対象） 

 

４．事業者の選定方法（案） 

  〇公募型プロポーザル（総合評価方式） 

・応募者から提出される「提案内容」と「買受希望価格」の双方を評価して、 

事業者を選定 

  〇評価方法 

・有識者による「事業者検討会」を設置 

   ・「提案内容」と「買受希望価格」を評点化し、合算した点数が最も高いものを最 

優秀事業者に選定 

 

 

 

 

 

（つづく） 
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５．期待する効果と土地活用条件 

期待する効果 土地活用条件（事業者に提案を求める内容） 

①地域の魅力向上 
公園や複合公共施設との隣接を生かした、地域のブ

ランド価値向上に資するコンセプトの設定 

②地域の安全・安心の向上 安全安心の向上に資する提案 

③街なか居住の促進 

住宅主体の開発計画 

・共同住宅：８０戸以上 

・戸建住宅：２０戸以上、５０坪（１６５㎡）/戸以上 

④良好な街並みの形成と維持 
人が住みたくなるような、格調高くゆとりある生活

に資する住環境の形成・維持に係る提案 

⑤地域の生活利便性の向上、 

生活支援の充実 

サービス施設（福祉系、商業系など）の導入を検討 

※導入は任意 

   

６．開発担保 

  〇２年以内の事業着手を規定 

〇買戻し特約（１０年間）の設定、違約金の徴収 

 

７．事業者の募集スケジュール（予定） 

  □募集要項の配布    令和元年１１月下旬 

  □提案書の提出期限   令和２年 ２月上旬 

  □事業者決定（公表）  令和２年 ３月下旬 

  □契約締結（議会付議） 令和２年 ６月 

  □所有権移転      令和２年 ７月 

 

（以上） 



（１）公共施設の現状と課題
◆五市対等合併の経緯により、人口1人当りの公共施設保有量は、政令市の中で最大

（政令市平均の約1.5倍）
◆昭和40～50年代に多くの公共施設を整備しており、近い将来、老朽化による大規模改

修や更新が集中的に必要となるが、本市の財政では対応が困難
⇒対策を何も講じなかった場合、老朽施設の利用制限が全市的に発生するため、

早急な公共施設マネジメントの取組みが必要（現在保有する全施設の維持は困難）

（２）公共施設マネジメント方針
◆取組みの視点

○総量抑制（保有量の縮減）
・市民の利用状況に留意しながら、市全体の公共施設の保有量の縮減に取り組む。

○資産の有効活用
・複合化や廃止等によって生じた余剰地は、民間への売却や賃貸を積極的に進める。

◆取組み目標
『少なくとも、「今後40年間で保有量を約20%削減する」ことを⽬指す』

◆廃止後10年以上が経過し、有効活用が図られていない旧門司競輪場について、跡地活用が
望まれている。（活用可能な用地約4.8ha）

◆旧門司競輪場の周辺には、門司区役所大里出張所や東部勤労婦人センター、門司体育館な
どのスポーツ施設など公共施設が点在しており、これらの施設の更新時期は10年以降先を
見込んでいる。

モデルプロジェクト再配置計画（大里地域）

２ 公共施設（大里地域）の現状と課題

３ 再配置の考え方

１ 公共施設マネジメント方針（抜粋）

⇒公共施設マネジメントの先導的な事例となるモデルプロジェクト再配置計画は、
この方針を具体化する必要があります。

H29.11

旧門司競輪場の跡地に、公共施設を集約し、複合化・多機能化することで、市民サービス

の効率化及び公共施設に係るコスト縮減を図るとともに、魅力的な公園や居住空間を創出
【旧門司競輪場跡地】

◆旧門司競輪場跡地を、「スポーツ施設ゾーン」、「公園広場ゾーン」、「居住ゾーン」と

位置付け。「居住ゾーン」の整備は、民間事業を基本とする。
◆門司陸上競技場は、役割を他の陸上競技場（鞘ヶ谷・本城）に移して廃止

【複合公共施設】
◆「スポーツ施設ゾーン」に、周辺スポーツ施設の機能を集約する複合公共施設を整備。

集約することで、床面積の縮減、整備・維持・管理費用の節減を図る。

◆利用状況に対応した有料駐車場を整備。
◆公共施設の集約は、既存の周辺スポーツ施設の更新時期が到来した時点とし、それまでの

間、スポーツ施設ゾーンは、暫定的に市民が利用できる広場として活用
【その他】
◆門司区役所大里出張所は、建物の更新時に、より交通利便性の高い門司駅周辺への移転を

検討

門司競輪場跡地

※施設更新時に、
門司駅周辺への移転を検討

複合公共施設

【存置】

【複合公共施設へ集約】
【複合公共施設へ集約】

【複合公共施設へ集約】

旧門司競輪場

【廃止・解体】

門司陸上競技場

【廃止】

大里プール

門司体育館

門司球場

門司区役所大里出張所

【移転検討】

東部勤労婦人センター

４ 施設配置図

【複合公共施設へ集約】 大里柔剣道場

５ 土地利用のゾーニング計画

計画地
（大里公園)

計画地
（大里公園)

門司競輪場跡地

スポーツ施設
ゾーン

居住ゾーン
(民間活用)

公園広場
ゾーン

高田公園

柳西中

大里柳小

豊国学園高

門司体育館

門司球場

大里プール
大里柔剣道場

展望台

門司区役所
大里出張所

基本計画
R元.5.1更新

問合せ先 北九州市/企画調整局 都市マネジメント政策課（モデルプロジェクト担当）TEL(093)582-2076

別 紙



施 設 項 ⽬

R元年代（R元〜10年度）

前期 中期 後期

既存施設 門司港地域のニーズ
受け入れ態勢の整備

競輪場跡地 競輪場の解体・撤去

基本計画策定

公園広場ゾーン 公園の設計・整備

スポーツ施設
ゾーン

広場として暫定利⽤

集約・再配置の検討

集約・再配置の実施

居住ゾーン 住宅の計画・整備

８ 再配置のスケジュール

現況施設 現状 再配置計画
(複合公共施設) 主な理由

市⺠利⽤施設 5,800㎡

4,600㎡

・体育室は必要な広さを
確保し一体化により縮減

・柔剣道場は多⽬的利⽤
により縮減

・勤労婦人センターは、
スポーツ施設との複合化

門司体育館 2,500㎡
⼤⾥柔剣道場 1,200㎡
東部勤労婦人センター 2,000㎡

⼤⾥プール 200㎡ 2,500㎡ ・屋内プールとするため増

計 5,900㎡ 7,100㎡

７ イメージパース

６ 再配置計画

【公共施設集約化の対象施設と延床面積の変化】

※画像はイメージです。実際とは異なる場合があります。 （居住ゾーンの整備は民間事業を基本として、今後検討を進めます。）

【複合公共施設のイメージ】

※公園の整備内容はイメージ
です。詳細については、今後
設計を実施し、決定します。

※良好な住宅開発とともに、地域や社会の
ニーズに合ったサービス施設の導入を検討
（福祉系、商業系など）

居住ゾーン
（約1.4ha）

※居住ゾーンはイメージです。
整備は民間事業を基本として、
今後検討を進めます。

基本計画平面図

公園拡張部
（約3.4ha）

大里プール跡地
⇒ 多目的広場

大里柔剣道場跡地
⇒ 駐車場

既存公園部
（約6.8ha）

※内、市道高田藤松1号線
から北側部分：約４．５ｈａ

既存公園
リニューアル

設計

計画

施設整備

暫定開放

※端数処理のため合計は合いません。

普通車：１１５台
車いす用：３台

（仮称）大里公園駐車場

普通車：７９台
車いす用：２台

普通車：５７台
車いす用：２台
（既設：普通車：３６台）

普通車：５２台
車いす用：２台

事業者公募 整備

整備

（R元.5.1更新）

門司競輪場跡地
（約４．８ｈａ）

〈複合公共施設〉

R元年度

H30年度

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

29
年
度

28
年
度

HH

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

検討


